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Abstract
Domenico Barrière engraved The Second Courtyard in the Oratorian institute, based on the 

design of Borromini. The vanishing point in the composition is assumed not on one point, but on a 
vertical line in the center, with a certain extent. This intentional manipulation eff ects that the 
giant order on the facade appears highly and emphatically.
It is verifi ed with the CG model that the 4th story should be seen from the view-point in the 

front clearly , but on both sides only the roof shape is recognizable. In Barrière 's engraving, the 
4th story was eliminated to gain intensive expression. It has also a purpose to efface the 
predecessor's image.
Consequently, the giant order was heightened and represented vigorously. Moreover, it 

reflectes Borromini's intention to defend his project of the courtyard by reference to 
Michelangelo's Palazzo dei Conservatori.
Borromini intended to demonstrate the signifi cance of his design in Barrière 's engraving, and 

depicted the spacious courtyard surrounded by the two-story house with a fl at roof, and by the 
giant order, like Palazzo dei Conservatori.

1．はじめに

　17世紀のローマの建築家フランチェスコ・
ボッロミーニ Francesco Borromini（1599-1667
年）のオラトリオ会の建築1）について、前回の
紀要においては、特に『オプス・アルキテクト
ニクム』2）（以下『オプス』と略す）に描かれ
た「第一の中庭」と「第二の中庭」という2つ

の中庭を対象とし、それらの透視図の作図法を
復元することにより、ボッロミーニの計画した
中庭の空間構成を分析した3）。
　今回は、ボッロミーニによる「第二の中庭」
の計画に関して、ボッロミーニと協働した版画
家ドメニコ・バリエール4） Domenico Barrière
（ca. 1610/20-1678年）が制作した版画【Figure 
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1】を考察の対象に取り上げる。ボッロミーニは、
他人に対して安易に自己の描いた設計図を手渡
すことはなかったのは周知のことであるが5）、
バリエールには面識を持つようになって以来、
多くの版画制作を依頼し、数々の図面を預けて
いたことが知られている6）。このことを、ボッ
ロミーニが建築家として自ら多くのスケッチや
完成度の高い図面を描き、創作活動に臨んでい
たことと合わせて考えるなら、ボッロミーニは
バリエールに対して知人として信頼し、かつ版
画家としてはその技量を高く評価していたと考
えられる。
　バリエールがこの図版制作をした際には、当
然ボッロミーニがその身近にいて直接意見を述
べ、その内容や表現を両者が互いに確認し合っ
ていたと理解できる。このようにして制作され
たバリエールの図版には、ボッロミーニの「第
二の中庭」に対する設計の意図やその表現法が
大きく反映されているのである。
　本稿では、バリエールによる「第二の中庭」
の版画の構図や表現方法をもとに、当時のボッ
ロミーニの「第二の中庭」の計画とその表現に
ついて考察する。

2．バリエールによる「第二の中庭」の版画

2-1．『オプス』の図との比較

　バリエールによる「第二の中庭」の版画は、
当時ボッロミーニと親交関係にあった多作な文
学者フィオラヴァンテ・マルティネッリ
Fioravante Martinelli（1599-1667年）が著した
『ローマ案内記』7）の挿絵に使用されたもので
ある。マルティネッリはボッロミーニと1650年
代初頭に知り合って以来、生涯を通じての親友
であった8）。『ローマ案内記』は、小型のロー
マ市内のガイドブックのような体裁をとり、
1644年の初版では文章は簡潔で短く、図版は添
付されていなかった。しかし、ボッロミーニと
面識を持つようになってから後の第3版（1658
年）になると、版を重ねて文章自体の量が増し
たこともあるが、マルティネッリはボッロミー
ニの建築を扱う箇所を格段に増加させた9）。な
かでもオラトリオ会の建築は詳しく記述され、
その説明には特別に、オラトリオのファサード、
北西角の鐘楼、および「第二の中庭」の3枚の
挿絵が添付された10）。著作の中で取り上げた他
の建築には、解説に際してこれほどの挿絵は施
されていない。
　マルティネッリによるオラトリオ会の建築の
説明の中で記されたボッロミーニの「第二の中
庭」は、日々の勤めで建物の中に籠りがちな会
士たちや、旅行者ら世俗の人々がそこを訪れて
くつろげるような憩いの場であった。バリエー
ルの図版はその挿絵として、爽やかな大気と光
に満ちた広々とした庭をそこに映し出している。
庭はミケランジェロ風の大オーダーの回廊に囲
まれ、北側の面を画面中央にして、その正面性
が力強く表された構図となっている。
　ところで、バリエールの図は、『オプス』の「第
二の中庭」の断面透視図（tav. LIII）【Figure 2】
のような形で、北側を正面の中央にした庭の見
通しが描かれている。一見すると、両者の構図

Figure 1　 バリエールによるオラトリオ会の「第
二の中庭」（銅版画）

　　　　　 F. Martinelli, Roma ricercata nel suo 
sito, ..., Roma, 1658（3a ed.）, p. 87.
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は似ているようであるが、注意して比較するな
ら、2つの図には大きな違いが認められる。
　まずその1つは、建物の最上層の4階部分であ
る。『オプス』の図は、紀要の前稿で確認した
ように、中庭を囲む建物の平面図や立面図の寸
法に基づいて描かれたものであり11）、そこには
正面とその両側に、回廊の上に載るテラスとそ
れを囲む最上層の4階部分が精確に描かれてい
る。中庭が2層であるため、建物は3階建に見え
るが、内部は4階建であり、中庭上部のテラス
を囲む部分は4階である。正面にはくっきりと
テラスの向こうに4階部分が立ち上がり、両側
の面では、5つ目のアーチのところに裁断面と
なる画面が設定されているため、屋上テラスに
あるパラペットに視界を遮られることなく、そ
の壁面を読み取ることができる。
　ところが、バリエールの図では、正面にも両
側にも建物の4階部分が描かれていない。バリ
エールの図における視高から推測すると、少な
くとも正面には4階部分は視界に入るはずであ
るが、それが描かれていないのである。

　そこで、「第二の中庭」の見え方を明らかに
するために、建物の全体と各部分の平面および
立面の寸法をもとに CG【Figure 3】を制作し
12）、バリエールの図との比較を試みた。CGでは、
視野角を60°として、視点は中庭の南側の面を
さらに南方に下がった位置、すなわち前紀要で
指摘したように、中庭の南側に隣接する聖具室
の付属の3室の小部屋の中央あたりにとり、ま
た視高は1層目のアーチの頂部よりもやや下方
にとった。そこから北側に向かって中庭を眺め
るなら、中庭の両側のアーチ5つ分が視界に入り、
建物の最上層の4階部分は、正面では明白に視
野に入ることが認められる。ただし、中庭の左
右両側では、正面と同じ高さがあるにしても、
屋上テラスやそれを囲むパラペットに遮られて、
認識されるのは屋根の部分のみである。した
がって、ボッロミーニがデザインした中庭の見
え方に精確に従って図面を描くなら、左右の大
オーダーの上部に水平帯やパラペット、屋根な
どの多くの線が積層し、紛らわしい表現となり、
また正面では屋上テラスの幅の分だけ後退した

Figure 2　《第二の中庭》断面透視図
　　　　　（tav. LIII, in Opus, 1725）

Figure 3　 CG による「第二の中庭」の見え方
Autodesk 3ds max design 2012により制
作．
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位置にある4階部分を描くと、大オーダーを中
心に統合されるべき中庭空間の集中力が減じら
れた表現となる。そこで、バリエールはこの4
階部分をすべて削除して中庭を描いたものと推
察される。バリエールの図は、左右両側の頂部
では、実際の見え方とさほど大差なく描かれた
といえるが、正面ではそこにはっきりと認めら
れるはずの4階部分が削除され、大きく異なる
表現となった。
　バリエールは、左右両側で見える最上層の屋
根を省き、さらにそれに合わせて正面でも最上
層を省いて描いたと考えられる。これによって、
バリエールの図は『オプス』の図よりも、はる
かに正面の回廊の大オーダーのあるファサード
部分がまとまりをもって強調されることになっ
たのである。
　次に、中庭の両側に描かれた東西の回廊の
アーケードについて、バリエールの図には左右
に8つずつ、『オプス』の図には4つずつのアー
チが並ぶ。『オプス』の図は、中庭が広々と見
えるように、アーチの幅が実際よりも多少広く
とられるといった操作がなされてはいるものの、
単なるスケッチではなく、その透視図の構図は
平面図と立面図から作図した正確なものであり、
突き当りの正面からアーチ4つ分だけ手前に出
た位置に画面が設定されている。
　一方、バリエールが描いたアーケードには、
同じような奥行に対して、アーチは『オプス』
の図の倍の数に増やされ、それらが圧縮されて
並べられている。一般には、正面にあるアーケー
ドと同じ幅をもつアーチがそれぞれの両側の
アーケードにも同様に並ぶものと認知されうる
から、観者にはそこに倍の数のアーチが並ぶ倍
の奥行をもつ空間があるかのように受けとめら
れる13）。しかし、奥行が深く表現されたとして
も、バリエールの図では、正面の突き当りの部
分が画面からの距離に対比して小さく描かれる

ことはない。
　このようにして、バリエールの図の中庭は、
実際よりもはるかに奥行があり、大きく感じら
れるように変えて描かれているのである。
2-2．バリエールの「第二の中庭」の透視図

の構図

　バリエールによる「第二の中庭」の図は、一
見したところ違和感なく自然に描かれたように
受け止められるが、上述したように、『オプス』
の図と比較すると、大きく歪曲して描かれたこ
とが明らかである。
　そこでさらに、バリエールの構図を考察する
ために、まず、図に描かれた中庭の左右に面す
るアーケードの輪郭線をもとに奥行き方向の直
線群を引き、その構図の消点（V）を推定する。
平行透視図の構図を用いて作図されたのであれ
ば、奥行き方向の直線群は画面上の1点に収斂
するはずであるが、この図においては奥行き方
向の直線群は1点に集まらない。バリエールの
図で奥行き方向の直線は、正面にある5連のアー
チからなるアーケードの中央の垂線上で、上下
2層からなるアーケード全体の高さのおよそ3分
の1から3分の2までの V1 ～ V2の範囲に集中す
る【Figure 4】。すなわち、平行透視図では奥

Figure 4　 バリエールによる「第二の中庭」の透
視図の構図

　　　　   消失点の推定
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行き方向の直線群が1点に収束しなければなら
ないが，ここでは奥行き方向の直線群が収斂す
る点が、上下方向にずれて描かれているのであ
る。さらに、このずれの範囲内で、奥行き方向
の直線は建物の高い位置から引いたものほど、
高い位置で、画面の中央に設定した垂直線に交
差している。
　以上のような構図は、バリエールが平行透視
図を正確に描く技法を習得していなかったこと
によるのか、あるいは平行透視図の構図に対し
て、何らかの意図的な変更をあえて加えたこと
に起因するのか、明らかにする必要がある。
　バリエールは1646年には銅板版画家として活
躍していたが、建築を主題とする銅版画を扱う
ようになったのは1648年の教会堂の立面図14）

からであり、1653年には記念堂の外観図15）、そ
して1654年には、ボッロミーニが計画を担当し
ていたサン・ジョヴァンニ・イン・ラテラーノ
聖堂 San Giovanni in Laterano の内観図16）を
描いた。
　サン・ジョヴァンニ・イン・ラテラーノ聖堂
の内観図は、「第二の中庭」の図より4年前に制
作されたもので、奥行きの深い壮大な聖堂内部
の様子が遠近法によって表されている。この内

観図の消点（V3）を想定するために、聖堂の
身廊および側廊の左右に並ぶピアの輪郭線をも
とに奥行き方向の直線群を引くと、それらはほ
ぼ1点に収斂する【Figure 5】。
　したがって、サン・ジョヴァンニ・イン・ラ
テラーノ聖堂の内観図は、精確な平行透視図と
して描かれているといえる。これによって、バ
リエールは、1658年における「第二の中庭」よ
りすでに4年前の1654年には、平行透視図に基
づく版画を制作していたことが確認される。
　以上のように、バリエールは「第二の中庭」
を制作する際に、平行透視図を描く技量を習得
していなかったのではなく、奥行き方向の直線
群を、図の中央に設定した垂直線の上に、故意
にある程度の範囲内でずらして収斂させて描い
たと考えられる。
　そこで、バリエールが奥行き方向の直線群を
1点に収斂させることなく、それぞれの奥行き
方向の直線が図の中央に設定した垂直線上で上
下方向にずれて交わる構図によって、何を表そ
うとしたかを明らかにしなければならない。そ
のため、消点が、画面中央に設定した垂直線上
の上下にずらされた場合と、1点に集中する場
合の構図の違いを比較する。消点を1点に想定

Figure 5　 バリエールによるサン・ジョヴァンニ・
イン・ラテラーノ聖堂の内観図の透視
図の構図

　　　　   消失点の推定

Figure 6　 バリエールによる「第二の中庭」の透
視図の構図

　　　　   消失点を1点に想定して作図した場合
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した構図を作図するには、【Figure 6】のように、
構図の消点は『オプス』の図と同様にして、1
層目のアーチの高さのやや下方の1点（V4）に
想定した。
　作図から読み取れることは、消点が1点に収
斂する場合の方が、中央の垂直線上にずれを
もって交わる場合よりも、正面のファサードは
その幅に対する高さが低く、横長に描かれるこ
とである。これに対して、構図上にある1点の
消点を、図の中央の垂直線上で上下方向にずら
すなら、本来よりも中央の正面ファサードの高
さはその分だけ高く表される。すなわち、バリ
エールの図では、消点が1点の横長であるはず
の正面ファサードが、このように消点がずらさ
れることによりその高さを増し、堂々と大きく
描き出されることになったのである。
　バリエールの図には、先述したように、正面
と左右両側に見えるはずの建物の最上層の4階
部分が描かれておらず、当然その分だけ回廊は
低く描かれている。特に正面にはその差が歴然
とし、それを補おうとするならば、正面のファ
サードの部分をより高くして描かれなければな
らない。すなわち、バリエールは、「第二の中庭」
の図において、4階部分を描くことなく、かつ
正面にある北側の回廊のファサードが低く見劣
りすることのないように、正面ファサードが高
く描き出せる構図にしようと意図していたと考
えられる。
　バリエールの図においては、奥行き方向の直
線群が1点に収斂するのではなく、図の中央に
設定した垂直線上の上下方向にずらされること
とにより、中央のファサードの高さが高められ、
その結果として、ファサードの大オーダーが迫
力をもって強調されて描かれた。さらに、4階
部分が省かれることで、大オーダーのみに視線
が集中し、その重要性がいっそう明白に示され
ている。

3．「第二の中庭」のファサード

3-1．“装飾”としての中庭のファサード

　バリエールの「第二の中庭」の図は、先述し
たように、ボッロミーニと親交していたマル
ティネッリによる著作において、その建築の説
明に付された挿絵である。それゆえ、マルティ
ネッリの記述にはボッロミーニの考えが伝えら
れ、バリエールの図にも、ボッロミーニの見解
が映し出されていると判断できる。さらに、こ
の版画の完成後にも、ボッロミーニは引き続き
バリエールに自己の建築の図面の版画制作を依
頼していたから17）、この版画について両者は互
いに十分に納得した上で制作に取り組み、ボッ
ロミーニはこの成果に満足していたものと理解
できる。
　したがって、「第二の中庭」の図に見られる
正面ファサードの強調や、建物の最上層の4階
部分を省略した表現は、ボッロミーニの意向に
よるものと判断できる。そこで、ボッロミーニ
がファサード部分を強調し、4階部分を削除し
た表現を望んだ理由について、具体的にその設
計過程をもとに考察する。
　まず、バリエールの図と、4階部分が描かれ
ている『オプス』の図を比較すると、4階部分
が描かれたときよりも、それを欠く場合の方が、
視線は中央の正面ファサードの大オーダーに強
く集中することが確かめられる。マルティネッ
リの『ローマ案内記』においても、中庭の回廊
が「支持されるのはただ1つのコンポジット式
オーダーのみにより」、それが「建物をいっそ
う壮麗にする発案」であるとして、中庭はファ
サードに関することのみが記され、そのつくり
手は「称賛すべき才知に長けたボッロミーニ」
であると称えられている18）。簡潔な説明の文章
の中で、中庭の大オーダーが特別に取り上げら
れ、その優れたデザインとそれを創案したボッ
ロミーニの名が強調されている。つまり、文章
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において主張されるように、バリエールの図は、
ボッロミーニの考えた通りに、大オーダーに視
線が集まり、その存在感が際立つように意図し
て描かれていたことになる。
　また、『オプス』では、「第二の中庭」につい
ては、第13章から第19章までに、中庭や回廊に
関する設計主旨を述べる中で、【Figure 7】の
図版が添付され説明されている。特に、第19章
の「中庭側の回廊の立面について」の中には、
ボッロミーニがそこにミケランジェロ 
Michelangelo Buonarroti（1475-1564年）の手
法を用いたことが、具体的に述べられている19）。
それによると、ボッロミーニは、「第二の中庭」
のデザインに「パラッツォ・ディ・カンピドリ
オ20）においてミケランジェロが考案した方法」
を応用したと述べ、それを最初に応用したのは
自分であると断言し、その方法を用いて計画し
た中庭を巡る回廊は、実に満足のいく結果に
なったと、その成果を語っている。ボッロミー
ニによると、そこで達成されたのは、「多くの
ピアやピラスターを取り除き、柱礎、柱頭、コー
ニスを増やさずに実に少ないものによって、最

大限に堂々とつくる」ことであり、アーチの間
にある大オーダーのピアは、中庭を囲む大コー
ニスを支えるために「多くの巨人が立ち上がっ
ているかのように見える」と例えられ、力強く
表現されている。さらに、屋上テラスのパラペッ
トの頂部の上には、「柑橘類の樹木がピアの上
に立ち上がって見え、この上なく美しい眺め」
である、との説明が加えられている。
　しかし、ボッロミーニが創案したこれらのデ
ザインは、当時のオラトリオ会においては、す
べて建物の表面的な「装飾」として扱われ、そ
の前任者によって既にその本体部分は建設され
たものと認識されていた。またデザインについ
ても、会士たちにはボッロミーニの独創性が
度々否定的に抑制されたという事実が、『オプ
ス』により伝えられている21）。そこには、ボッ
ロミーニが自由に創作できない不満を抱え、絶
えず制約を受けながらも、それに対する解決方
法を探り、自らの創案したデザインを実現させ
てきた様子が窺われる。オラトリオ会の会士た
ち全員の同意を得なければ計画を前進させるこ
とができないという厳しい状況のもとでも22）、
ボッロミーニは、会に受け入れられるために設
計案に工夫を重ね、材料の節約まで示し、一方
では、ミケランジェロの名を引き合いに出すこ
とにより、大オーダーを用いた自己のデザイン
の正当性を強く主張していた。
　このような経験を通して、ボッロミーニは、
オラトリオ会の内部に対してだけではなく、外
部に向けて訴えかける好機となる出版物に対し
ても、マルティネッリの著作の中に収められる
バリエールの図により、そのファサードの正面
性を強調して表現し、自己の創案した大オー
ダーを応用したデザインを誇示しようとしたと
考えられる。

Figure 7　 「第二の中庭」の北側の回廊の立面図
（tav. LIV, in Opus, 1725）
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3-2．ミケランジェロおよびパッラーディオ

の建築からの引用

　バリエールの図および『オプス』に描かれた
ボッロミーニによる「第二の中庭」の図を、ミ
ケランジェロが計画したローマのカンピドリオ
広場 Piazza del Campidoglio（1538年に計画に
着手）【Figure 8a】におけるパラッツォ・デイ・
コ ン セ ル ヴ ァ ト ー リ23） Palazzo dei 
Conservatori（1564-68年建造）のファサード
の実物のデザインと比較してみると、【Figure 
8b】のように、ファサードのピラスターには、
コリント式の大オーダーが使用され、ボッロ
ミーニが用いたというコンポジット式ではない
ことが認められる。
　また、大オーダーが他の建築家によって使用

されたデザインの例としては、アンドレア・
パッラーディオAndrea Palladio（1508-1580年）
が1570年に出版した『建築四書』24）の中に掲
載された図面が認められる。パッラーディオに
よる大オーダーを使った建築で、17世紀当時に
実在するものとしては、北イタリアのヴィチェ
ンツァにおけるロッジア・デル・カピタニアー
ト Loggia del Capitaniato（1570-1572年）や、
パラッツォ・ポルト・ブレガンツェ Palazzo 
Porto Breganze（1570年代に設計、1598-1602
年頃に建設）などの都市建築があげられる。宗
教建築では、ヴェネツィアのカリタ修道院  Il 
Convento della Carità（1561年に設計・起工、
工事は中断）の大オーダーを使ったアトリウム
が残され、その様態は【Figure 9】のように、『建
築四書』に見ることができる。さらに、都市邸
宅ではあるが、ヴィチェンツァにおけるパラッ
ツォ・イゼッポ・ポルト25） Palazzo Iseppo-

Figure 8a　 ミケランジェロ《カンピドリオ広場》
ローマ（1538年以降）

　　　　 　 楕円の広場の右手にあるのが《パラッ
ツォ・デイ・コンセルヴァトーリ》

Figure 8b　 ミケランジェロ《パラッツォ・デイ・
コンセルヴァトーリ》

　　　　　 ローマ（1563年）ファサード

Figure 9　 アンドレア・パッラーディオ《カリタ修道院》
　　   　　ファサード（『建築四書』第 II 書　第6章） 
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Porto（1549年頃に設計、1555年頃に未完のま
ま残される）の図【Figure 10】では、これま
でに指摘があるように26）、その大オーダーのデ
ザインは、ボッロミーニによるものとの類似性
が高いと判断できる。
　ここでさらに詳細に、ボッロミーニによる「第
二の中庭」の大オーダーを、ミケランジェロお
よびパッラーディオが設計した建築の大オー
ダーと比較する必要があると思われる。
　バリエールの図や『オプス』にみられるボッ
ロミーニの中庭では、2層のアーケードにある
各々のアーチは、その幅に対して高さが高めに
とられている。そのために、アーチの間に配置
されてそれらを分節する役割の大オーダーのピ
ラスターもまた、間隔が狭くとられることにな
り、垂直方向を強調し林立して見える27）。柱頭
部分がコンポジット式かコリント式かは、バリ
エールの図からは判別できないが、『ローマ案
内記』などの文章において、それはコンポジッ
ト式であると明記されている28）。柱頭の上には、
装飾のない副柱頭のようなものが載り、そこか
らさらに高い位置に屋上部分の水平帯が走る。
　これに対して、ミケランジェロのパラッ
ツォ・デイ・コンセルヴァトーリのファサード
は、四角い平面的な大オーダーのピラスターが

高い台座の上に据えられ、この点では、「第二
の中庭」と共通するが、柱頭にはコンポジット
式ではなくコリント式の柱頭が施され、副柱頭
のようなものも備わっていない。また、ピラス
ターの幅は広めにとられ、開かれた広場空間の
中で大オーダーがゆったりと並び、ファサード
の第1層目がアーチではなく水平帯であること
から、水平方向もまた強調されている。
　一方、パッラーディオによるパラッツォ・イ
ゼッポ・ポルトは未完であったが、『建築四書』
に載せられた図から、大オーダーのデザインが
把握できる。それは、2次元的に図版でみると「第
二の中庭」に似たような構成であるにしても、
ピラスターではなく円柱であり、その背後に角
柱を合わせて配置したものである。したがって、
実物を想定するなら、それは壁体に付け足され
た平らなピラスターよりもはるかに3次元的な
存在感のある構成である。しかし、それらの大
オーダーは、パッラーディオが好んで多く用い
ていたようなコンポジット式の柱頭をもち、副
柱頭のようなものを上部に載せ、さらにそれら
の大オーダーの柱は、短めのスパンによって中
庭を巡って並び立ち、垂直方向を強調する点で
は、「第二の中庭」と共通する。
　このように、両者は「第二の中庭」とそれぞ
れデザイン上の共通点・相違点をもつことが認
められる。しかし、その3者に共通するのは、
最上部にパラペットの部分の水平帯が重々しく
走り、それがファサードとしてのまとまりを明
確に示すと同時に、水平方向を強調している点
であり、さらに各ピラスターの上に彫像や壺な
どが上端部に据えられ、ファサードにはっきり
とした垂直線が刻まれている点である。
　ところで、『オプス』や『ローマ案内記』には、
ミケランジェロの名を引き合いに出して「第二
の中庭」を説明することはあっても、パッラー
ディオの名を具体的に取り上げ、「第二の中庭」

Figure 10　 アンドレア・パッラーディオ《パラッ
ツォ・イゼッポ・ポルト》ファサード

　　　　　 （『建築四書』第 II 書　第3章）
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と関連付けて解釈する記述は見当たらない。上
述したように、『オプス』の中には、パッラーディ
オの『建築四書』に載る図版との共通点が認め
られるにもかかわらず、それを参照したとの記
述が見当たらないのである。当時建築書を著そ
うと志す者であれば、当然それを参照し念頭に
置いていたと思われるが、それに加えてボッロ
ミーニは、建築の知識にも詳しいオラトリオ会
士のヴィルジリオ・スパーダ Virgilio Spada
（1596-1662年）とともに建築書としての『オプ
ス』を共同制作していたから、パッラーディオ
の著作に対する知識に欠けていたとは考えられ
ない。さらに、『オプス』の中には、あえて『建
築四書』に著された内容に反することを述べた
り、皮肉を込めて語ったりしている箇所が認め
られるため29）、ボッロミーニはパッラーディオ
に関する知識を暗示しつつ、意識的にその名を
顕さずにいたと考えられる。
　これに対して、ミケランジェロに関しては、
当時ボッロミーニを支援していたスパーダは、
『オプス』の他にも、オラトリオの建築の実務
上の計画を記録した「対話」30）において、や
はり「第二の中庭」をミケランジェロから引用
したデザインであるとして、大オーダーに賛辞
を呈している31）。「対話」はボッロミーニとの
共作ではなく、スパーダが独自の見解を記した
個人的なものであるから、それによって中庭の
大オーダーのデザインをスパーダも高く評価し、
ボッロミーニを後押しする形で計画が進められ
ていたと捉えられる32）。
　ところが、ボッロミーニ自身が「第二の中庭」
の計画を、皮肉を込めて「仕立て人」の仕事に
たとえて、その正当性を説明している箇所から
窺われるように33）、オラトリオ会においては、
ボッロミーニの計画は、前任の建築家パオロ・
マルシェッリ Paolo Maruscelli（1596-1649年）
の計画に基づく建築の本体に、“装飾”を施す

仕上げの工程のように捉えられていた。マル
シェッリはスパーダと共同して敷地全体の計画
から着手し、建物の内外を整備して建設を進め
てきた。「対話」においてスパーダもやはり、ボッ
ロミーニの創造性を高く評価してはいても、そ
の中庭の大オーダーを“装飾”として受け止め
ていたことが読み取れる。「対話」の中では、
マルシェッリが建築家としての実力不足であっ
たから、ボッロミーニがその仕事を引き継いだ
かのように任務交代の釈明がなされている。し
かし、ボッロミーニが優れている点としては装
飾が指摘され、さらにボッロミーニが他に設計
した宗教建築であるサン・カルロ・アッレ・
クァトロ・フォンターネ聖堂を引き合いに出す
にしても、構造や構成ではなく、やはりその“装
飾”の素晴らしさが称賛されているのである34）。
このように、ボッロミーニはオラトリオ会の計
画においては、マルシェッリの辞任後に大きく
デザイン変更をしたにせよ35）、それを上手に「仕
立て」上げ、完成に導く立場にあったのである。
　ボッロミーニは、マルシェッリによる計画を
引き継ぎ前進させるという立場に拘束されなが
らも、ことあるごとにそれを転換して異なるデ
ザインを提案し、制限された自由の中で自らの
創造性を表そうと試みた。マルシェッリには、
パッラーディオの『建築四書』から率直に引用
した表現もあり、特にその「第二の中庭」の計
画において、下層部分がドリス式、上層部分が
イオニア式の2層からなるアーケードは、先述
のカリタ修道院【Figure 9】の回廊との高い類
似性が認められる36）。これに対してボッロミー
ニは、中庭に大オーダーのピラスターを配置し
て、デザインを革新しようと試みた。そして、『オ
プス』においても、パッラーディオの名を挙げ
ることはなく、前任者による計画のイメージを
払拭し、自己の創案したデザインにより全体を
刷新しようとしていたと考えられる。
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3-3．建物の4階部分の描写の省略

　ボッロミーニがマルシェッリと交代してから
しばらく後の1640年に、オラトリオ会は3階建
から4階建に、建物の階高を高める決定をした
37）。ボッロミーニがオラトリオ会の建築家に着
任後の決定であるにもかかわらず、先述のよう
に、この計画によって生じた4階部分は、バリ
エールの図には描かれていない。
　その理由としては、単にボッロミーニがオラ
トリオ会の決定に不従順である態度を示そうと
しただけとは考えにくい。ボッロミーニはやは
り積極的にデザインの利点となるように、4階
部分を削除したと推察される。まず、大オーダー
が立ち並ぶ中庭の周囲を、建物をさらに高くし
て取り囲むなら、大きな閉塞感が生じるため、
版画ではそのような息詰まった雰囲気からでき
るだけ開放された描写にしようという意図が
あったと考えられる。実は、『ローマ案内記』
の中で語られる広々とした庭は、会士たちだけ
が愉しむ世俗を避けて奥まった場所にある庭と
して記されてはない。ボッロミーニはこの図に
おいて、オラトリオ会が実際にそこに求めてい
た閉ざされた庭を忠実に描き出すのではなく、
その庭のイメージのために高い外周部の建物の
表現は取り除き、自由に中庭の高さを減じて威
圧感を避け、さらには、さながら都市の中のオ
アシスのような緑豊かな憩いの場を演出しよう
としたのである。
　さらに、4階部分を省くことにより、中庭を
囲む回廊の上部に載るテラスもまた描かなくて
すむようにしたと考えられる。『オプス』には、
散策ができる見晴らしの良いテラスの利点が語
られているが38）、テラスを用いて、中庭から外
側に向かって建物を段状に順次高くする方法は、
本来マルシェッリの計画案によって始められた
ものである39）。4階部分が描かれる構図である
なら、『オプス』の図（tav. LIII）【Figure 2】

のように、その前面を巡るテラスの部分もまた
明白に表されることになり、ボッロミーニ独自
のデザインであっても、前任者によるテラスを
用いた中庭計画を引き継いだイメージになる。
　これに対して、4階部分のないバリエールの
図では、パラッツォ・デイ・コンセルヴァトー
リのように、2層目の建物の上部は水平屋根に
見える。このようにして、ボッロミーニは、建
物を2階建の建物であるかのように表し、自己
の計画以前の基本的な構成を映し出すことなく、
自ら創案した大オーダーのみによる中庭空間を
ここに演出しようとしたと考えられる。

4．バリエールによるサンティーヴォ聖堂の版画

　ボッロミーニは1632年にサンティーヴォ・
アッラ・サピエンツァ聖堂40） Sant'Ivo alla 
Sapienza（工期は1642年より；1660年11月に献
堂式）の設計に着手し、ここでもまたバリエー
ルにその図面の版画制作を委託していた。バリ
エールがそれらの図から版画制作するのは、オ
ラトリオ会の「第二の中庭」とほぼ同時期の
1659-1660年であるため両者を比較し41）、その3
つの版画42）（聖堂および建物の外観・内観）から、
それぞれの透視図の構図を考察する。そこで、
図に描かれた建物の輪郭線や舗床のグリッドを
もとに、奥行き方向の直線群を引き、その構図
の消点（V）を推定する。これらの図が平行透
視図の構図を用いて作図されたのであれば、奥
行き方向の直線群は画面上の1点に収斂するこ
とになる。
　まず、聖堂背後の東側正面の図【Figure 
11a】では、奥行き方向の直線群は1点（V5）
に収斂するため、この図は精確な平行透視図と
して描かれている。構図の消点は、画面の中央
に設定した垂直線上で、建物の1層目と2層目の
ちょうど境目の位置に想定される。ただし、こ
の図では建物自体の輪郭線をもとに奥行き方向
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の直線を引くことは難しいので、舗床のグリッ
ドをもとに消点を推定している43）。
　次に、聖堂内部の中央奥にある祭壇の方向を
みる断面透視図【Figure 11b】では、建物の輪
郭線と舗床のグリッドの双方をもとに奥行き方
向の直線群を引くと、それは1点（V6）に収斂し、
この図もまた精確な平行透視図として描かれた
といえる。構図の消点の位置は、中央にある祭
壇の天蓋よりやや下方にあると想定される。
　そして、建物の西側の入口を入って中庭から
聖堂を眺めた図【Figure 11c】において、同様
に奥行き方向の直線群を引くと、それらは1点
に収斂せず、オラトリオ会の「第二の中庭」と
同じように、消点は中央に設定した垂直線上で、
V7 ～ V8の間の上下方向にずらされていること
が認められる44）。それぞれの直線群は、建物の
高い位置から引いたものほど高い位置で、画面
に設定した垂直線に交わっている。
　サンティーヴォ聖堂の中庭の図においても、
バリエールは消点を1点に収束させずに、あえ

Figure 11a　 ドメニコ・バリエール《サンティー
ヴォ聖堂》

　　　　　　 聖堂背後の東側ファサード（1659-
1660年）

Figure 11b　 ドメニコ・バリエール《サンティー
ヴォ聖堂》

　　　　　　 聖堂内観　主祭壇を中央に見る
（1659-1660年）

Figure 11c　 ドメニコ・バリエール《サンティー
ヴォ聖堂》

　　　　　　中庭からの聖堂の眺め（1659-1660年）
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て上下にずらして描いていたことが確認された。
この図においても、消点を上下にずらすことに
よって、中庭の正面にある聖堂は高さを増して
描かれている。それによって、細長い中庭の先
に立つ聖堂は、より大きさを増して観者に迫っ
てくる。このようにして聖堂は、いっそう高々
と聳え立つように見え、その記念性を高める効
果が得られることになる。さらに、聖堂は、中
庭の奥でもその形態が明確に認識され、ファ
サードが凹面であることも判別され、正面性が
強調されて、その象徴的な形態が浮かび上がる。
一方、聖堂の両側に並ぶ2層のアーケードは奥
行が深く、圧縮されずに、明確なリズムを刻み、
それぞれの形態もまたはっきりと読み取れるよ
うに表された。

5．結論

　バリエールによるオラトリオ会の「第二の中
庭」の図においては、その構図の消点が1点に
収斂されずに、正面中央に設定した垂直線上で
意図的に上下方向にずらされていることが判明
した。これによって、中庭の正面部分の高さが
高められ、ファサードの大オーダーが強調して
描き出された。
　これはボッロミーニの意向を表したもので、
ボッロミーニは、大オーダーが立ち並ぶ力強い
中庭を表現し、さらには大オーダーにミケラン
ジェロのパラッツォ・デイ・コンセルヴァトー
リを応用したと言及することにより、自己の中
庭計画の正当性を主張していた。
　また、ボッロミーニは、中庭をテラス形式に
デザインしていた着任以前の計画のイメージを
払拭するために、バリエールの図には4階部分
を省いて描かせた。CGを制作して確かめられ
たように、中庭に面する4階部分は、左右両側
ではパラペットに遮られて屋根部分しか視界に
入らないものの、正面では明確に立ち上がって

見え、その部分が大きく削除された表現となっ
た。これは図版全体の統合を曖昧にしないため
にも、必要な操作であったと考えられる。さら
に、これによって迫力が失われないように、大
オーダーの部分は高くして描かれた。
　ボッロミーニは、バリエールの版画において、
大オーダーは単なる表面的な装飾ではなく、中
庭を創り上げる重要なデザインであることを強
調して示そうとしていた。こうしてバリエール
による「第二の中庭」は、パラッツォ・デイ・
コンセルヴァトーリと同様な、2階建の建物に
水平屋根が載るような表現に変更された。そし
て、そこに広々とした緑豊かな憩いの場として
の庭園が演出されたのである。
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